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初夏の山野で良く出会うのが体長が５ｃｍもある

と思われるオオスズメバチの女王蜂で、越冬を終えた

女王蜂が小さな巣を作り、数十匹の働き蜂を育てるら

しいとの事です。そのための餌探しなのか、さかんに

飛び回っている瞬間を撮影しましたが、この時期は刺

される危険性は少ないようです。 

 しかしスズメバチは、夏から秋にかけて攻撃的にな

りますから「ご注意！」ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

葉の上に乗っかったように花が着く様子がイカダ

に乗った人に似ているところから、ハナイカダという

名がついた。葉をよく見ると花までの主脈が太くなっ

ている。普段の観察会では、この辺までで「ハナイカ

ダって本当に変わった植物ですね」という話をしてい

る。葉が展開する前の、冬芽が少し動き出した状態で

もすでに小さい葉の上にかわいいつぼみが形づくら

れている。 

その時に意外なことに気がついた。冬芽を守ってい

た皮にも、つぼみがついているのを発見した。葉が展

開して大きくなると皮は役目を果たして落ちてしま

うので、こんな場面に遭遇することはめったにない。

皮につぼみが見つかった木以外のハナイカダも探し

てみると同じような木が何本かあった。 

気がつかなかっただけで、自然の中ではごく普通に

行われていたことだったようだ。皮も、元をたどれば

葉から変化したものであるといわれているので、当然

起こりうる現象なのかもしれない。（富） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

F o r e s t 通 信   
林野庁 関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター  NO.339 

今月の一句 

「女王が 家来も連れず 奮闘だ」 （フォレストサポートスタッフ 大作栄一郎） 

Vol.２１ 

つぼみが付いていた皮 
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 ４月２０日（木）に、中央区立佃島小学校の５年生、

１３４名が大型観光バス３台で森林教室にやってき

ました。前日まで東京都心では季節外れの夏日が続い

ており、当日は初夏を感じさせる爽やかなコンディシ

ョンとなりました。 

森林観察では、満開のスミレを見て感動したり、産

みたてのヒキガエルの卵にびっくりしたり、聞き慣れ

ない鳥のさえずりに耳を澄ませたりと、春の森を満喫

できた様子でした。 

室内での森林学習では、最初は控えめな様子の子ど

もたちでしたが、講義が終了する頃には「林野庁の仕

事をやりたい！」と真剣に訴える少年が現れて、スタ

ッフはおもわず目を潤ませてしまいそうになりまし

た。 

そして、日差しも傾いてきた頃、閉校となりました。

全員がバスへと乗車して、いよいよお別れの時です。

バスの窓には沢山の笑顔と、めいっぱい手を振ってく

れる子どもたちの姿が。一方、見送る職員とスタッフ

には疲労困憊の！？いや「少しだけくたびれた」笑顔

がありました。（磯） 

 

 

 

 

 

 

関東森林管理局では、高尾森林ふれあい推進センタ

ーが実施する森林教室や体験林業等のイベント実施

に当たり、イベントをサポートしていただける「フォ

レストサポートスタッフ」を公募し、４月８日（土）

に委嘱式を行いました。 

 この制度は、森林管理局署等において森林教室や

体験林業等の実施にあたり、森林・林業や森林環境

教育に造詣を有する者や、イベント等の実施業務に

係る協力者に、イベントスタッフを関東森林管理局

長が委嘱する制度です。委嘱期間は原則として１カ

年です。 

 平成２９年度は３９名（新委嘱者３名を含む）に

委嘱され、出席頂いた３０名に高尾森林ふれあい推

進センター所長より委嘱証明証を交付しました。 

フォレストサポートスタッフは報酬なしのボラン

ティア活動であるにもかかわらず、当センターが開 

催する各種イベント及び森林教室等には毎回ご協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を頂き、当センターにとっては欠かせない存在とな

っております。今年度もフォレストサポートスタッ

フの協力を頂きながら、より良い森林環境教育の実

施に取り組んで参りたいと考えています。（屋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森 林 教 室 ～依頼イベント～ 
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春の高尾は、やはり“花”と思うものですね。応募

は定員の３倍を超え、成田市や横須賀市などびっくり

するほど遠方からの申込みもありました。 

 当日は、すばらしい天候に恵まれて、高尾山口駅前

に集合した４７名の参加者は高尾パークボランティ

ア代表からの挨拶とスタッフからの諸注意を聞き、体

操をした後、２０名のスタッフと共に９時１５分、グ

ループごとに出発しました。 

 今回のポイントは小グループでの行動です。小仏川

の狭い遊歩道で他の通行人の迷惑にならないように、

又、参加メンバーの希望に合わせてゆっくりと春の花

を愛でることを目的としました。 

グループは、スタッフ１名につき４～５名の参加者

という構成です。初めは緊張した表情だった参加者も、

ガイド役のスタッフの話を聞きながら、立ち止まって

写真を撮ったり、好きな花に顔をくっつけて見たりし

ているうちに歓声や笑い声が上がり、まるで家族か友

人のような和やかな雰囲気が生まれていきました。 

 南浅川との合流点から小仏川遊歩道に入り、川のせ

せらぎや足元に咲く花々を楽しみながら、１１時過ぎ

に梅林園地で一休み。その後は旧甲州街道を経て日影

沢キャンプ場に到着しました。 

昼食と周辺の散策を終えて、１３時４０分にまとめ

の時間になりました。各グループより１名の参加者代

表を選び、１０名から感想と「今日の一番」を発表し

ていただきました。 

 散会後は、スタッフと参加者が記念写真を撮ったり、

手を取りあったりして別れを惜しんでいました。 

６０代が半数を占めた自然教室でしたが、みなさんと

てもお元気で「まだ歩き足りない」とか「もっと回数

を増やして」などいう声も聞こえてきました。 

 

 

参加者の「今日の一番」は以下の通りでした。 

 

タカオスミレ、ヒカゲスミレ、エイザンスミレ、ミ

ミガタテンナンショウ、ミヤマハコベ、トウゴクサバ

ノオ、コチャルメルソウ、タゴガエルの鳴き声、自然

の中を歩いたこと、小仏川の流れ 

 

           （記事・長谷川 佐代子 氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真・小池 秀人 氏） 

 

 

自然教室「花ハイキング 春の妖精を求めて」 

～高尾パークボランティア会～ ４月２０日（木）実施 

エイザンスミレ 

タカオスミレ 

ミヤマエンレイソウ 

イチリンソウ 

～高尾森林ふれあい推進センター協定イベント～ 
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開催日：平成 2９年 5 月 2８日（日） 

対象：小学生とその保護者  

定員：30 名（応募者多数の場合は抽選） 

参加費：一人 200 円 

募集期間：平成 2９年 4 月 1 日～5 月 1１日 

応募方法：《往復はがき》に 

 

 

 

 

 

を記入し申込先へ郵送してください。 

申込先・問い合わせ先： 

東京都高尾ビジターセンター 

http://takaovc599.ec-net.jp/ 

 住所：〒193－0844 

東京都八王子市高尾町 2176 

電話番号：042－664－7872 

 休館日：毎週月曜日（月曜日が休日の場合は翌日） 

集合場所・時間：JR 高尾駅北口改札出口  

午前 9：00 集合 

解散場所・時間：裏高尾 日影沢園地  

 午後 2：20 頃（JR 高尾駅行バス停まで徒歩 15 分

くらい） 

 

 

 

 

 

暑い日が続いたかと思っ 

たら急に冷え込んだり、４ 

月の後半は異常気象と呼ばざるを得ない状況が多か

った。極端な気温差に見舞われた結果、季節外れのイ

ンフルエンザの流行などもあった。そんなことが原

因なのか、最近なんとなく落ち込んだ気分だったの

だが、先日、森林教室にやってきた小学生たちを見て

いたら「人間の感情はこんなにも豊かなんだ！」と痛

感した。（磯） 
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 発行：林野庁関東森林管理局高尾森林ふれあい推進ｾﾝﾀｰ 

【ご意見、ご要望及びイベント情報のお問合せ先】 

林野庁  関東森林管理局  高尾森林ふれあい推進センター 

〒193-0844 東京都八王子市高尾町 2438-1 

電話 050-3160-6040   FAX042-663-7229 

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/index.html 

高尾の 

① 「高尾の昆虫探偵団」参加希望と明記 

② 申込者の住所、氏名、年齢、電話番号 

（緊急時連絡の為必ず記入） 

③ 同伴参加希望者がいる場合は全員の氏名、年齢 

④ 往復はがきの返信面に申込者の宛名 

～高尾森林ふれあい推進センター協定イベント～ 

【企画運営】 

高尾パークボランティア会 

開催日：平成 2９年 5 月 2５日（木） 

集合：高尾５９９ミュージアム前（高尾森林ふれあい推進

センター）９時 

解散：ケーブル高尾山駅付近 １５時頃 

コース：６号路-琵琶滝-山頂（昼食）-４号路-ケーブル高

尾山駅 

参加費：１,７００円 

持ち物：弁当、飲料水、雨具、敷物、双眼鏡（あれば）等 

雨天時：中止（中止の場合、前日にご連絡します。） 

 募集人員：３０名（多数の場合は抽選） 

申込（Ａ）：往復ハガキに 

   ①参加者全員の氏名、年齢、性別 

   ②代表者の住所、電話番号、（携帯・自宅）あれば

メールアドレス 

   ③このイベントを何でお知りになりましたか？ 

④返信面の宛名をご記入の上、「セッコクと初夏の

草花を訪ねて」係あて、高尾森林ふれあい推進セ

ンターの住所（下記を参照）へ郵送して下さい。 

  （Ｂ）：メールで  

   上記①②③を明記の上、下記あてお申込み下さい。 

fit.fureai@gmail.com 

締め切り日：平成２９年５月１１日（木）必着 

問合せ先：森林インストラクター東京会 

 

 

 

～参加者募集中！～ 


